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本との関わり
会計研究科教授　　粥 川　和 枝
　自分と本の関わりを考えるとき、まずは、専
門の会計学の本があげられるだろう。会計学
の分野は、近年、国際化が非常にめざましい。
国内会計基準と国際財務報告基準（IFRS）と
のコンバージェンス（共通化）、さらにはIFRS
のアドプション（強制適用）が中心的な問題と
なっている。わが国においてもIFRSの影響に
より、会計基準の新設・改訂が著しく、それに
対応して多くの本が出版・改定されている。
勉強のために、これまで以上に多くの新しい
本を手に入れることが必要となっている。
　有り難いことに最近は、机の前にいなが
と考えた。
　また、専門演習については、とくに戦後日
本経済発展史を勉強しながら、それを地域経
済や産業の発展や衰退とどう関連してきた
かについての勉強に重点を置くことにした。
そのためにはやはり夏休み等を利用した工
場見学や施設見学というかたちで大学の外
へ出て、地域産業の歴史や現状を知ることが
重要だと考えた。
　地域研究を大学生活の柱の一つに位置付
けて以後、これまで心がけたことが三つあっ
た。一つ目は、地域研究のための基礎資料を
収集すること。この点では『営業報告書集成』
の第5集（東京大学所蔵分）以降を春の共通費
を利用して図書館に入れてもらうことにし
た。同資料には大企業だけでなく地方企業・
銀行・鉄道等の営業報告書が収められてい
る。来年度には第5集分の購入が終わる。
　二つ目は、中産研を研究活動の拠点の一つ
として位置付けること。これまで中産研の研
究プロジェクトに参加して、地域経済や産業
についての共同研究を進めてきた。とくに中
部地域企業の海外進出についての現地調査
には力を入れている。また、公的機関や民間
研究機関が刊行する報告書や地域企業の社
史の収集に努めている。
　三つ目は、専門演習の夏合宿（2泊3日）で地
域の工場や施設見学を毎年実施すること。専
門演習を担当した2003年からテーマを決め
て工場・施設見学を実施し、見学先もすでに
50カ所を越えた。報告書等の作成は、学生の
図書館利用にも少なからず役立っていると
思う。
　一昨年、経済学部の人間環境コースと地域
研究コースの教員が移籍する新学部、すなわ
ち地域政策学部設置構想がもちあがった。経
済学部に残るか、新学部に移籍するかについ
てはそれほど悩まなかった、と言えばうそに
なるが。移籍を決めたのは、地域政策学部が
これまで経済学部地域研究コースでやってき
たことの延長線上にあるような気がしたこと
が大きい。ただ、これまで以上に地域経済（産
業）史や専門演習の内容を充実させていく必
要があるだろう。それに比例して図書館との
お付き合いの度合いも増していくと思われ
る。よろしくお願いするしだいである。
